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 図 2	 栃木県北部に位置する幼少期を過ごした自宅	 2014年	 	 	  
	 	 	  


















































                                            
5 ラテン語で、「いつか自分が死ぬことを忘れてはならない」という意味。 
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 図５	 窪井裕美「弔い」	 紙本彩色	 112×145.5cm	 2010年 
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 図６	 「弔い」部分	 	  
 





















                                            












	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  



































	 	 	 	 	 	 
 











	 	 	 	 	 	 	 	 	  


































	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 図 10	 土田麦僊	 「春」	 1920年	 絹本彩色	 四面対	 講談社野間記念館 








	 	 	 	 	 	 	  















	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 12	 	 窪井裕美「祈りの庭」	 紙本彩色	 180cm×227cm	 2012年 
 
 


















	 	  









	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  










	 	 	 人体を小宇宙にたとえ、大宇宙との間に対応関係をみる考え方は、神話時代 
	 	 	 の世界のさまざまな文化圏に見出される。原始の知性にとって、この関係は 
	 	 	 比喩以上の意味をもっていた。そこには、生命としての人間は大宇宙の存在 
	 	 	 と深くかかわることによって生きている、という直感が見出される。 
	 	 	 言いかえれば、大宇宙と小宇宙の対応関係は、宇宙の存在の神秘と自己の内 
	 	 	 にある生命
い の ち
というものの神秘が一つに感じられるということを意味している。 
	 	 	 神話は、この直感を象徴的イメージによって語る試みである。それは、宇宙 
	 	 	 における人間の位置と存在の意味を問う人類の最初の問いであった、といえ 
	 	 	 るだろう。人間の精神性についての探求はここから始まる。 
                                            

















	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 15	 「伝真言院曼荼羅」	 絹本着色	 平安時代	 東寺 
	 	 	 	 	 	 	 	 （根立研介・新見康子『アート・ビギナーズ・コレクション	 もっと知りたい東寺の仏たち』より）     
                               
 
                                            
9 同上	 152頁 
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図 16	 胎蔵生マンダラの基本構図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 17	 金剛界マンダラ 
（湯浅泰雄『身体と宇宙性	 -東洋と西洋-』より）	 	 	 	 	 	 	 	 （湯浅泰雄『身体と宇宙性	 -東洋と西洋-』より）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	  





















	 	 	 	 	  
 図 19	 イタリア・ナポリにあるエステ家別荘	 16世紀 




	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 図 20	 カントリーリトリートの庭（『オープニングガーデンを訪ねて学ぶ美しい花の庭作り』 

















                                            












	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 21	 京都、龍安寺にある枯山水	 室町時代 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （重森千青『図解雑日本庭園』より）	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 22	 作庭記	 平安時代	 谷村家蔵 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （重森千青『図解雑日本庭園』より） 










	 	 図 23	 寝殿造を表した図『法然上人絵伝』	 国宝	 鎌倉時代	 知恩院蔵 
	 （重森千青『図解雑日本庭園』より） 
図 24	 陰陽を表した図	 （窪井裕美作）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 25	 太極図（湯浅泰雄『身体の宇宙論‒東	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 





























	 	 わたしの庭には、お互いに調和するように花が植わっているからかもしれま 











                                            
13 ターシャ・テューダー『ターシャ・テューダーの言葉	 特別編	 生きていることを楽しんで』メディアファクトリ
ー	 2006	 113頁 
14 同上	 117頁 
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 図 26	 	 コテージガーデンに見られるターシャの庭（ターシャ・テューダー『ターシャ・テューダー	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 の言葉	 特別編	 生きていることを楽しんで』より） 
	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 図27	 コテージガーデンに見られるターシャの庭（ターシャ・テューダー『ターシャ・テューダーの 
	 	 	 	 	 	 	 	 言葉	 特別編	 生きていることを楽しんで』より）	  
	 	 	 	 	 	 	  
 28 
	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 図28	 ターシャが描いた庭（ターシャ・テューダー『ターシャ・テューダーの 




















第 3章	 花と色と女性像 
 






















図 29	 	 国宝伴大納言絵巻現状模写	 上巻・第 4紙	 窪井裕美作	 2011年	 東京芸術大学蔵 
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図 30	 シュテファン・ロッホナー「バラ園の聖母」	 	   図 31	 グスタフ・クリムト「アデーレ・ブロッホ＝バウア	 	 	 	 	 	  
1440年頃	 ケルン、ヴァルラーフ・リヒャルツ美術館	 	 	 ーの肖像」油彩	 1907年	 Wien,Osterreichische Galerie 
（宮下規久朗『モチーフで読む美術史』より）	 	 	 	 	 	 （宮下誠『クリムト	 金色の交響曲』より） 








	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 図 32	 窪井裕美「祈りの夜」	 紙本彩色	 91×116.7cm	 2013年 
	 	 	 	 	 	  










	 	 	 	 	  
	 	 	 	 美術を見るとき、単に作者やタイトル、色や形からだけでなく、個々の 
	 	 	 	 モチーフに注目し、その意味を考え、さらに共通するモチーフによって 
	 	 	 	 作品を横断的に見ることは、きわめて意義深いことである。西洋の古典 
	 	 	 	 美術に限らず、東洋美術でも現代美術においても、美術は伝統的な寓意 







	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 図 34	 	 竹内栖鳳	 「散華」	 紙本彩色	 101.2×72cm	 1910年頃	 京都市美術館蔵 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 （川北良倫明・平山郁夫『巨匠の日本画１	 竹内栖鳳』より） 
                                            
15宮下規久郎『モチーフで読む美術史』ちくま文庫	 2013	 270頁 
16	 絵は実際の物とは違って誇張され美化されて描かれているものであること。転じて、実際にはありもしないこと。 

















           	 	 	     
              	 	 	 図 35	 窪井裕美「花摘み」	 紙本彩色	 100×100cm	 2013年	  
 
 









花や果実や樹木は、その生命力、初々しさ、美しさ、実りの豊かさ、	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  







生い繁り、咲きいで、熟し、枯れ果て、その過程を通じて命のありよ	 	 	 	 	 	  
うを目の当たりに見せてくれるのだから、植物に自省と瞑想の材料を 
求め、自分の人生や自分の属する共同体の営みの転換点を重ね合わせ、 
何らかの象徴的意味を託すというのはきわめて自然ななりゆきであろ	 	 	  










                                            
17	 小林頼子『花と果実の美術館	 -名画の中の植物-』八坂書房	 2010	 5‒7頁 
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 図 36	 ジョン・エヴァレット・ミレイ	 「鳩の帰還」 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 油彩	 1851年頃	 アシュモレアン美術館蔵	  




































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 37	 鏑木清方「一葉女史の墓」	 絹本彩色	 1902	  











	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 	 	 	 	 	 	 	 	 図 38 窪井裕美「追憶」	 紙本彩色	 53.0×45.5cm	 2012年 
 
	 	 	 	 	 	 	  

















           	     	     
図 40	 鏑木清方「築地明石町」昭和２年	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 41	 上村松園	 「花下図」昭和 10年頃 
（藤本正三『美人画の百年	 明治・大正・昭和の美人画』	 （藤本正三『美人画の百年	 明治・大正・昭和の美人	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 より）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 画』より） 
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 図 42	 窪井裕美「prana」 紙本彩色	 65.2×53cm	 2012年	  
 
 
















	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 図 43	 	 ジョン・エヴァレット・ミレイ「オフィーリア」	 油彩	 35.6×45cm	 1851-52年	 テート	 	 	 	 	 	 	  










47）。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 44	 カルト・ド・ヴィジット 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （飯沢耕太郎『少女古写真館』より） 
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図 45	 カルト・ド・ヴィジット	 日本人少女の写真	 	 	 	 	 図 46	 カルト・ド・ヴィジット	 スリーピング・ビュ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
（飯沢耕太郎『少女古写真館』より）	 	 	 	 	 	 	 	 	 ̶ティー	 （飯沢耕太郎『少女古写真館』より）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
 



































































	 	 	  
	 	 	 	 図 49	 	 窪井裕美「祈りの庭」	 紙本彩色	 180cm×227cm	 2012年 
 


























































                                            
18夏梅陸夫『花言葉-花図鑑-』大泉書店、2008 
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図 53	 「祈りの庭」部分	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 54	 「祈りの庭」部分 
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図 10	 新潟県立近代美術館『土田麦遷	 近代日本画の理想を求めて』新潟県立近代美術館、2009 
図 14	 町田俊之『アートバイブル２』日本聖書教会、2008 
図 15	 根立研介・新見康子『アート・ビギナーズ・コレクション	 もっと知りたい東寺の仏たち』東京美
術、2011 
図 16、17	 湯浅泰雄『身体の宇宙性‒東洋と西洋‒』岩波書店、1994 
図 19	 ハリソン・ロレイン『庭園の謎を解く』小坂由佳訳、ガイアブックス、2011 
図 20	 「花ぐらし」ガーデニング倶楽部編『オープニングガーデンを訪ねて学ぶ美しい花の庭作り』 
図 21、22、23	 重森千青『図解雑日本庭園』ナツメ社、2010 
図 25	 湯浅泰雄『身体の宇宙性‒東洋と西洋‒』岩波書店、1994 
図 26、27、28	 テューダー・ターシャ『生きていることを楽しんで』（ターシャ・テューダーの言葉	 特
別編）食野雅子訳、メディアファクトリー、2006 
図 30	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